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伊豆大島の割れ目火口における局所的な磁気異常の観測

Observation of local magnetic anomaly around the rift at Izu-Oshima
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伊豆大島において，セシウム磁力計を用いて局所的な磁気異常の観測を行った。カルデラの北側において１９
８６年に起きた北西－南東方向の割れ目噴火の構造線を横切るように２本の測線をとった。カルデラからの距離
と標高が異なる両者を比較した。どちらの測線においても，割れ目の構造上で磁場強度が強くなるという共通の
特徴は得られたが，異常の幅と強度はカルデラに近い方が大きく、短波長の変動は標高の低い方が大きい．観測
された磁場強度の異常を火山活動に伴うダイクの貫入で説明することを試みた。その結果から，各測線の位置に
おけるダイクの深さについて制約を与えることができた。

伊豆大島火山において，１９９９年１月にポータブル磁力計（Geometrics 社製　G-858）を用いた局所的な磁
気異常の観測を行った。ダイク等の火山活動に関係した火山体浅部微細構造を磁場情報より明らかにすることが
目的である。この磁力計のセンサーは，セシウム原子のゼーマン効果を利用する光ポンピング式のものであり，
時間間隔は０.１秒，精度は０.１n Tという，高分解能・高精度で全磁力の測定が可能である。プロトン磁力計と比
較すると安定性が良くノイズに強く，又磁場勾配下においても安定な計測が可能であるなど，野外調査に適した
ものである。この磁力計を持って測線上を歩きながら測定を行い，地面の起伏に沿って地表から１ｍおよび２ｍ
の高さでの全磁力の空間的変化を求めた。この付近の平均的な磁場強度である４万数千n Tに対して，十分な再現
性を持って１～２千 n Tの振幅の異常が観測された。ここで観測される局所的な磁気異常には，表面状態の違いや
地形によるものも含まれている。しかし，数ｍより長い波長の異常については，ある程度まで地中に存在する構
造を反映したものだと考えられる。

測線はカルデラの北側において１９８６年に起きた北西－南東方向の割れ目噴火の構造線を横切るようにと
った。１本目の測線は北側カルデラ壁のすぐ外にある舗装道路に８００ｍの長さをとり，２本目はそこから北側
に標高が２００ｍほど下がった地点の林道で５００ｍの長さをとり，カルデラからの距離と標高が異なる両者を
比較した。測線１では，割れ目噴火の方向を中心として１千数百n T程度大きくなるような，３００ｍ程度の比較
的ゆるやかな長波長の異常が観測された。測線２においても同様に，割れ目構造上を中心とした１千n T程度の正
の異常が観測されたが，その長さは２０ｍ程度であり短波長成分が卓越していた。

このようにして観測された磁場強度の異常を火山活動に伴うダイクの貫入で説明することを試みた。想定し
たモデルは次のようなものである。地表では割れ目噴火として観察された現象に伴ってダイクが形成され，その
後の冷却過程でダイクおよびそれと接触した岩石が現在の地球磁場方向へ帯磁したと仮定する。ダイクが貫入し
た山体浅部は火砕流やスコリア堆積物で構成されており，一様な帯磁はしていないと考えられる。ダイクの方向
は割れ目の方向にとり，岩石の帯磁の強さとしては溶岩流を形成する岩石で測定された値を用いて，一様に帯磁
した垂直なダイクによる磁場とこの場所での平均地球磁場の和として，地表での磁場強度を計算した。未知のパ
ラメータとしてダイクの上端の深さと帯磁の幅がある。この２つのパラメータを変えることにより，実際に各測
線上で観測された磁場強度の空間的な変化を説明することができる。その結果から測線１ではダイクまでの距離
が深く，測線２ではごく浅いことが予想される。これは側線２のほうの標高が２００ｍも低いので，十分に考え
られることである。このように局所的な磁気異常の観測から，火山においてダイク等の比較的浅部の構造につい
ての制約を与えることが可能である。


